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明 日出来 る ことは今 日しない

極限科学研究セソター 強磁場 太郎

"明 日出来 る ことは今 日 しない"

この研究 に従 事 す るに あた り、心 に決 めた ひ とつ の言葉 で あ る。 私 の所属 す る極 限科学 研 究 セ ソ ター

は、強 磁場 を使 って実験 で きる世 界 的 に も数 少 ない共 同研 究施 設 で あ るこ とか ら、 他の 研究 室や学 外 か

らの共 同研 究者 の来 訪 が多 い ことが特 徴 で あ る。

私 が4年 生 の冬 、低 温 セ ソ ター横 に あ る超 強磁 場 実験 施設 にて 、某府 立大 学 の先 生 とLowSp量n-

HighSpin転 移 を観 測 す ると い う目的で 磁化 測定 を行 って いた。我 々の行 ってい るパ ル ス強磁場 での

実験 は、約0.5msecと い う短 時間 の パル ス磁場 を発 生 し、そ の間 に磁 場 ス キ ャソを行 って しま うとい う

もので 、 つ ま りメイ ソの実験 は この0.5msecで 終 了 して しま うわけ であ る。 これ だ けを読 む とこの実 験

は非 常 に楽 です ぐ終 わって しま うよ うに思 え るの だが、実 際 にはヘ リウム温度 へ の予 冷や クライオ ス タ ッ

トの セ ッテ ィ ングな どに数時 間 かか る。 さらに一番 時 間 のか か る要 因 と して、磁 場発 生 コイル が発熱 す

るた め に これ がお さま る まで の待 ち時 間 が あ る。 この待 ち時間 は強磁 場 を発生 す るほ ど長 くな り50T

の場 合 は約30分 程度 にな る。 これ に よ り実 験 時間 は さ らに伸 び朝 か ら準 備 を始 め て も終 了 は夜遅 くに

な るとい うわ けで あ る。

この 日もそ んな調 子 で実験 を して い たの だ が、4.2Kで 転 移 が観 測 で きな か った ため に 、少 し高 温 に

して実験 してみ よ うとい うこ とにな った。 しか しも うすで に終 電の 時間 が迫 って きてお り、予 定 して い

た マ シ ンタイ ム も限 られ て い るので、私 の初 のお泊 ま り実験 とあ いな りま した。

実 験 は明 け方 まで 続 き何 とか転移 の兆候 は観 測す る ことが出 来 たのだ が 、そ の先生 曰 く、今 まで徹 夜

を した ことが な いそ うで 、"明 日出来 る こ とは 今 日 しな い"と い うのが モ ッ トー との こ と。 この言 葉 は

一見 堕落 した よ うに も思 え るが、 もっ と深 い意 味 を私 は感 じと りウ ソ ウソと うなず いた ので あ る。 眠 い

の にだ らだ らや って も能率 は上 が らない し ミスは増 える。 そ んな こ とな ら もっとて きぱ きや って 、 さ っ

さと寝 て次 の 日に頑張 る方 がず っ と能率 的 だ と思 うの で ある。

最 近 は企業 で も残 業時 間の切 り詰 め が行 われ て お り、残業 す るや 有給休 暇 を取 れ ない人 間 は能率 の 悪

い人 間 と して評 価 は下 が うて しま う。 一 般的 には サ ソプ ルを作 って い る とこ ろや、装 置 を24時 間 動 か

し続 け なけれ ば いけ ない と ころ もあ るので 一概 に は言 えな いが 、昨 今研 究一辺 倒 に な りが ちな人 が多 い

ので は ない か と思 うので あ る。 そ ん な中、 実 は遊 べ る人 が仕 事 の出 来 る人 なので は なか ろ うか。運 動 し

な い と成 人病 も恐 い しね。

しか し、私 の よ うなペ ーペ ーが独 りこ う思 い立 ち、実 行 した ところで 、す べて オー ライ とい うほ ど世

間は 甘 くな い。特 に大学 な どとい うと ころは ボスが い る間 は 自由に 出来 な いとい う場 合が 多 いで あ ろ う。

これ は研究 にお いて も然 りで あ る。 学位 を取 ってい るとい うことはす な わ ち一 人前 、 少 な くと も半 人前

の研 究者 と して認 め られ た、 と私 は思 って い る(ち な み に私 は まだ青 い)。 それ に もか か わ らず 、 自由

に研究 で きない ど ころか ボス の論 文 、 とん で もない ことに は研 究 費 の申請 書 のお絵 か きまでや らされ る、
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とい った話 を聞 く。 これ じゃあ 自由 に時間 を使 うことなん て とて もで きそ うもない。

そ ん な ご時世 、 我 が研究 室 は スキ ー合宿 、花 見 、バ ーベ キ ューや 日常 よ く行 われ てい る炊 き出 しな ど

で、 ろ くに遊 ぶ時 間 もない。 と書 くと君 た ちはい つ実験 してい るんだ、 と思 わ れ るか も しれ ない が、 現

在 非 破壊 で の発 生磁 場 と して は世界 最 高 の77Tを 達 成 して お り、 さ らに今 後100T、60mKで の物 性 測

定 が 可能 とな る 日もそ う遠 くな いで あ ろ う。 また 、「正 統 な」 物 性測 定 と して も、 独創 的 な研 究 が行 わ

れて い る と自負 して い る。 これ はす べて我 々 が多 くの部 分 で 自由 に、 そ して 自分 で考 えて 研究 をや らせ

て も らって い るお陰 だ と思 って感 謝 して い る。

お っと、 そろ そ ろ時 間 だ。

私 も先 生 を見習 って テニ スに行 こお っと。
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